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ボーリング柱状図
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調 査 業 者 名 主任技師 現        場
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栃木県日光土木事務所　河川砂防部 2008-11-07 ～ 2008-11-10
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1387.52 0.40 0.40
表土
(SF)

1386.32 1.20 1.60

火山灰質
粗砂
(CSV)

1384.52 1.80 3.40

礫混り粘
土
(CH-G)

1379.57 4.95 8.35

粘土混り
砂礫
(GS-C)

1377.62 1.95 10.30

風化流紋
岩
(Ry)

1375.89 1.73 12.03

流紋岩
(Ry)

暗褐

暗
褐
灰

暗
褐

暗
褐

褐
灰

褐
灰

非
常
に
密
な

腐植物を多く混入するシルト。緩
い。含水比は下位。
粒子は粗く1から3mm主体。
含水比は下位から中位。
0.80mより褐灰色となる。

礫径10から50mm角礫点在。
粗砂分多く混入。
粘着性は高位。

礫径10から50mm主体。
コア長5cm前後の玉石点在。
間隙に粘土分を多く含む粗粒砂充
填。
礫種は亜角礫主体。
含水比は下位から中位。
礫の混入率は不規則で全体的にや
やルーズな状態。

岩片状コア主体。
コア長5から25cmの短柱状コア主
体。
岩質は軟質でやや脆い。
部分的に強風化により粘土化する
。

コア長5から20cmの柱状主体。
所々に亀裂あり。
岩質は硬い。
10.7から11.0m間、乳白色を呈す
11.60mより風化により礫状コアと
なる。
含水比は中位から高位。
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